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海産性緑藻 Dunaiielia　primoteeta の抗HSV 活性物質の 精製とその

化学構造解析
（摂南大 ・薬）太田壮

一
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【目的】　 近年、 抗ヘ ル ペ ス ウイル ス剤として用い たソ リブジン とフル オ ロ ウラ シル 系の

抗ガ ン剤 との併用に よ っ て 、 多くの 患者に重篤な血液障害 を発症させ 、 そ して死亡させ た

事件が大き く報道さ札 我 k に 「薬の副作用」 を再認識させ て くれた 。 従 つ て 、 効果的か
つ 副作用の少ない新規抗ウイル ス剤の開発を行う事は 、 非常に重要な意義を持 つ もの と思
われる 。 今 回 、 演者は未開拓な薬用天然物資源で ある植物プラ ン ク トンに注目し、 これら

微細藻の生体内に含まれ る抗ヘ ルペ ス ウ イル ス活性物質に関する検討を行っ た 。

【方法】． 鋤 a 月酬 aprinoleeta の抽出試料を用い て 、 種 々のカラム クロ マ トか ら溶出し

た各精肇麺汾試料によるVero細胞に対する単純ヘ ルペ ス ウイル ス （1 、 2型）に よる細胞

変性効果（（PE）の阻害の 有無を観察しなが ら、本株の抗ウイルス活性物質の 精製を進めた。

【結果】　本楪の抗ウイル ス活性は、袖出液め段階で、終濃度10μ莇m1 の微量で 、
　Vero細

胞の CPEを亮全に阻害してお り、この濃度は、純品のア シクロ ビル が永す活性 （終濃度10μ

g／m1 ）に匹敵してい た。 次に 、 その抽出液を用いて 、 添加時間を変化させた時め抗ウイル

ス活性を検討した系課 、 ウイル ス添加直後に、抽串液を添加した試料だけに活性が認め ら

れた事より、 こ の 活性物質は 、 ウイル スが宿主細胞へ の 吸着前に本活性物質と接触する事
によ っ て ウイル ス 自体を変性させ たか 、 あるし轍その機能の r 部を不活性化させ てい るの

ではない か と推察 した。 さ らに 、 精製を進め ， 鋼MR 、
　MS 及び吸光度スペ ク トルか ら解

析した結果 、 本株の活性物質はクm ロ フ ィル様物質である事が推察された 。
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【目的】　 ドウガネブイ ブイ性 フ ェ ロ モ ン の主成分、〔R ，
Z）十｝

−5−｛t一オ クテ ニ ル ）オ

キ サ シ ク ロペ ン タ ンー2一オ ン は 、 高い 誘引活性 を示す ため には充分高い 光学純度で

あ るこ とが 不可欠であ る。
この フ ェ ロ モ ン は 、 （±｝

−4一ヒ ドロ キ シー5一ドデ シノ ニ ト

リル （｛±）−1｝の有機溶媒中での リパ ー ゼ を用い る酵素分割反応によ り 、 目的 とする

 
一体を得て い る 。 本研 究で は 、 こ の 光学分割 とミツ ノ ブ反転 を組合わせ 、 高光学

純度の   一体 を効率 よ く得る こ と を目的 とす る。

【方法お よ び結果】　 ｛±1−1を酪 酸無水物 をア シル ドナ ー と して 、 リパ ーゼ PS

（天野製薬社製）に よ り酵素分割 した （E値・・34）。 また本反応 を 2回繰り返す方

法に よ り光学純度99％θ，e 似 上 の （R｝−1を収率25％で得た
。

こ れに ミツ ノ ブ反転を組

合わぜ る こ とに よ り 、 さ らに収率は 60％に増 した
。 また 、同

一
酵素反応に よ り得 ら

れる光学純度 99％ e．e似 上の｛S）−1 を ミツ ノ ブ厚転する方法に よ っ て も 、   一1を

36％ の 収率 で得た 。
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